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誰にもやってくる「死」に直面した時、そこで見出す希望がある―― 
病理学者としてがんに向き合ってきた医師、樋野興夫氏は、全国で「が
んカフェ」を展開し、がん患者の苦悩を和らげる活動を行なっていま
す。また、小澤竹俊医師は、横浜で終末期の在宅医療を行う傍ら、ホ
スピスマインドを生かして、同じ地域に住む苦しむ人に手を差し伸べ
る人材を育てる活動も行っています。不治の病などに苦しむ人に寄り
添うお二人に、死を起点に人生を考える先にある希望について語って
いただきます。
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死を意識して生きる希望

樋野興夫 （ひの・おきお）
1954年生まれ。医学博士。米国アインシュタイン医科大学肝臓
研究センター、米国フォックスチェイスがんセンターなどを経て、
順天堂大学名誉教授。新渡戸稲造記念センター長。順天堂大学医
学部（病理・腫瘍学）客員教授。一般社団法人 がん哲学外来理事
長。恵泉女学園理事長。東京女子大学理事。2002年癌研究会 学
術賞、2003年高松宮妃癌研究基金 学術賞、2004年新渡戸・南原賞、
2018年 朝日がん大賞、長與又郎賞。著書に『がん哲学外来入門』
（毎日新聞社）、『がん哲学外来へようこそ』（新潮社）、『こころに
みことばの処方箋』（いのちのことば社）など著書多数。

小澤竹俊（おざわ・たけとし）
1963 年生まれ。1987 年、東京慈恵会医科大学医学部医学
科卒業。現在、めぐみ在宅クリニックで終末期の在宅医療支
援を行っている。小中学校、高校で「いのちの授業」を行う
ほか、一般社団法人 エンドオブライフ・ケア協会の理事を
務め、終末期などで苦しむ人を精神的にサポートできる人材
育成を行っている。著書に『折れない心育てる いのちの授業』
（KADOKAWA）、『あなたの強さは、あなたの弱さから生ま
れる』（アスコム）


